
 

防災に関する市民アンケート調査 

（調査票） 
  

高梁市では、「平成３０年７月災害」の経験を踏まえ、自助、共助の取り組みをより一層推進

し、公助との連携を図ることにより、災害に強い高梁市の実現に向けて取り組みを進めていく必

要があることから、今年度地域防災力の向上に向けて検討をする「高梁市地域防災力向上委員会」

を設置しました。  

この委員会での地域防災力向上の取り組みの参考とするため、市内在住の方を対象にアンケ

ート調査を実施することになりました。  

ご多忙のところ、大変お手数をおかけしますが、この機会に皆様の取組をお聞かせいただけれ

ばと思いますので、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（ご記入にあたってのお願い）  
 

■ このアンケートは個人を対象としていますので、あて名のご本人の判断で記入して

ください。ご本人が記入できない場合は、ご本人の意向を踏まえ代理の方が記入い

ただいても構いません。 
 

■ このアンケートは無記名方式です。アンケート用紙や返信用封筒にお名前やご住所

を記入していただく必要はありません。 
 

■ ご記入いただいた調査票は、恐れ入りますが、同封の返信用封筒（切手は不要です）

に入れて、●月●日（●）までにご投函ください。  
 

■ アンケートで回答いただいた個人情報については、本調査の目的以外で使用するこ

とはございません。  
 

■ アンケート結果については、個人が特定されない形で公表させていただきます。 
  

■ ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。  

 

 

高梁市防災復興推進課  

〒７１６－８５０１ 高梁市松原通２０４３番地 

電話：０８６６－２１－０２４６  

FAX：０８６６－２３－１５５５ 
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以下、ご回答者についてお教えください。  

 

 問１ あなた自身についてお尋ねします。それぞれ１つ選んで番号を○で囲んでください。 

（１）お住まいの地域を教えてください 

1. 高梁地域 2. 有漢地域 3. 成羽地域 4. 川上地域 5. 備中地域 

 

（２）性別を教えてください 

1. 男性     2. 女性 

 

（３）年齢を教えてください 

1. 20 歳～29 歳 2. 30 歳～39 歳 3. 40 歳～49 歳 4. 50 歳～59 歳 

5. 60 歳～69 歳 6. 70 歳～79 歳 7. 80 歳以上  

 

（４）職業を教えてください（主たるものを１つ選択） 

1. 農林漁業 2. 自営業 3. 会社員 4. 団体職員 

5. 公務員 6. パートタイマー 7. アルバイト 8. 家事専業 

9. 学生 10. 無職 11. その他  

 

（５）家族構成を教えてください 

1. １人 2. ２人 3. ３人 4. ４人 5. ５人 6. ６人 7. ７人 8. ８人以上 

（うち１８歳未満のご家族の人数） 1. ０人 2. １人 3. ２人 4. ３人以上 

（うち６５歳以上のご家族の人数） 1. ０人 2. １人 3. ２人 4. ３人以上 
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（災害対策に関する意識）  
 

問２ あなたは、今まで災害によって被害を受けたり、身近に危険を感じたことはありますか。

この中からいくつでもあげてください。              

１．地震  

２．台風（暴風雨）  

３．豪雨  

４．河川の氾濫  

５．土砂崩れ・崖崩れ  

６．高潮  

７．豪雪  

８．雪崩 

９．火山噴火  

１０．落雷  

１１．竜巻  

１２．ガス爆発  

１３．火災  

１４．その他（       ）  

１６．被害や危険を感じたことはない  

  

問３ あなたは、あなたの住んでいる地域が災害に対し安全だと感じていますか。 

それとも危険だと感じていますか。この中から１つお答えください。        

１． 安全    

２． ある程度安全       

３． 安全とも危険ともいえない地震 

４． ある程度危険   

５． 危険  

６． わからない    

  

問４ あなたは、家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法について話し合い、取り

決めていますか。この中から１つお答えください。  

１． はい  

２． いいえ   

問５へ   

  

問５ それはどのような方法ですか。この中からいくつでもあげてください。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．171 災害用伝言ダイヤルで無事を知らせる  

２．ケータイ災害用伝言板サービスで無事を知らせる  

３．遠くの親戚や知人を中継役と決めそこに連絡する  

４．離れて暮らすと親や子どもの安否を知るために、隣近所や町内会等の連絡先を把握

している 

５．保育園、幼稚園、小学校等に通う子どもの引き取りに関する取り決めを確認してい 

る  

６．勤め先の安否確認システムを利用する  

７．その他（                      ） 
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問６ あなたやご家族は、自宅以外の場所へ避難しなければならない事態に備えてどのような

対策をとっていますか。この中からいくつでもあげてください。        

   

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは、外出中の被災に備えていつも何を身につけていますか。この中からいくつで

もあげてください。              

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．避難場所の位置を確認している  

２．実際に避難場所まで行き、避難経路も確認している  

３．家族との連絡方法を決めている  

４．家族が落ち合う場所を決めている  

５．特に何もしていない  

６．その他（                   ） 

１．身元や血液型、連絡先等を記したカード  

２．かかりつけの病院の診察券や病名・処方薬を書いたメモ    

３．状況を把握するためのポケットラジオ、メモ帳、筆記具    

４．LED ランプ付きキーホルダーや笛   

５．ペットボトルの水やチョコレート   

６．マスクやハンカチ   

７．会社で配付された防災手帳や緊急連絡網など  

８．臓器提供意思表示カード  

９．その他（                   ） 

１０．わからない  
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（地震対策に関する意識）  
 

問８ あなたのお住まいは、東日本大震災のような大地震に対しても大丈夫だ（倒壊や損傷を

しない）と思いますか。それとも危ないと思いますか。この中から１つお答えください。  

 

 

 

  
 

 

問９ あなたの家では、大地震が起こった場合に備えて、どのような対策をとっていますか。 

この中からいくつでもあげてください。              

         

  

 

 

 

 

 

 

 

  

１． 大丈夫だと思う       ４． 危ないと思う 

２． たぶん大丈夫だと思う     ５． どちらともいえない 

３． 少し危ないと思う     ６． わからない 

１．消火器や水をはったバケツを準備している   

２．家具や冷蔵庫などを固定し転倒を防止している   

３．食器棚や本棚は揺れによって中のものが飛び出さないように工夫している  

４．タンスは固定し、扉が開いたり引き出しが飛び出さないように耐震ロック（耐震ラッ

チ）などをつけている  

５．基本的に、重いものは上に置かないようにしている 

６．窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを貼ったりしている  

７．ブロック塀を点検し、倒壊を防止している 

８．耐震補強工事をしている  

９．耐震診断を行い、自分の家の危険度を把握している 

１０．食糧、飲料水、携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している 

１１．非常持ち出し用衣類、毛布などを準備している 

１２．貴重品などをすぐに持ち出せるように準備している  

１３．非常用トイレを準備している   

１４．家族との連絡方法などを決めている 

１５．ハザードマップで地震防災情報を確認している  

１６．近くの学校や公園など避難する場所を決めている  

１７．防災訓練に積極的に参加している  

１８．その他（               ） 

１９．特に何もしていない            

２０．わからない   
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（防災に関する意識） 
 

問１０ あなたは、防災全般に関する知識や情報を何によって提供されたらよいと思いますか。 

この中からいくつでもあげてください。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ あなたは、ここ３年ぐらいの間に防災関連のイベント（訓練や催事など）に参加したり

見学したことがありますか。この中から１つお答えください。  

  

  

 

 

 

 

 

 

問１２ それはどのようなイベントですか。この中からいくつでもあげてください。   

   

   

 

 

 

 

 

１．学校での教育   

２．防災訓練・避難訓練  

３．防災に関する展示会やシンポジウム  

４．公民館や図書館で行う防災に関する講座やセミナー    

５．大学の教授など専門家の講演会    

６．国や自治体で配布するパンフレット  

７．インターネット  

８．自治会などの会合や知人・友人等との会話   

９．テレビやラジオ  

１０．新聞や雑誌  

１１．その他（                 ） 

１２．特にない  

１３．わからない  

１． 参加したことがある       問１２へ  

２． 参加したことはないが、見学したことはある  

３． イベントが行われていることは知っていたが、参加したり見学したことはない  

  問１３へ  
 

４． イベントが行われていることを知らなかった  

５． わからない 

１．防災の日（9 月 1 日）・防災週間（8 月 30 日～9 月 5 日）のイベント  

２．県、市等が主催する防災訓練  

３．町内会や自主防災組織が主催する防災訓練  

４．大学・研究機関が主催する防災イベント  

５．その他の防災イベント  
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問１３ イベントに参加したり見学しないのはなぜですか。 

この中からいくつでもあげてください。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ あなたは、防災に関して「自助」、「共助」、「公助」という言葉をご存知ですか。 

この中から１つお答えください。             

 

 

 

 

 

問１５ 災害が発生した時にその被害を軽減するために取る対応について、自ら身を守る「自

助」、地域の住民やボランティア、町内会等の連携による「共助」、国・県・市による「公

助」、というものがあります。災害発生時に取るべき対応として、この中からあなたの

お気持ちにもっとも近いものを１つお答えください。  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．内容が形式的であったり、イベント化していたから  

２．具体的な日時・場所、申し込み方法がわからなかったから  

３．会場にいくのが大変だったから  

４．関心・興味がなかったから  

５．時間的に拘束されると思ったから  

６．忙しいなど時間的余裕がなかったから  

７．その他（              ） 

８．特に理由はない  

９．わからない  

１．聞いたことがあり、言葉の意味も理解している  

２．聞いたことはあるが、言葉の意味はわからない  

３．聞いたことがない  

１．「自助」に重点を置いた対応をすべきである  

２．「共助」に重点を置いた対応をすべきである  

３．「公助」に重点を置いた対応をすべきである  

４．「自助」、「共助」、「公助」のバランスが取れた対応をすべきである 

５． その他  

６． わからない   
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問１６ 地域で大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合、あなたなら

何ができると思いますか。この中からいくつでもあげてください。  

 

 

 

 

 

 

 

問１７ 災害時の行政による活動のほかに、地域の活動において一翼を担うべきものは何だと

思いますか。この中からいくつでもあげてください。  

  

 

 

 

 

 

問１８ あなたは、災害時に地域の活動において一翼を担うと考えられる組織のどれかに入っ

ていますか。この中からいくつでもあげてください。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．救助活動             ６．食料・備蓄の提供 

２．消火活動             ７．井戸水の提供 

３．安否確認作業           ８．自宅スペースの提供 

４．負傷者のケア           ９．その他（         ） 

５．身体の不自由な方や高齢者のケア １０．何もできないと思う 

１．町内会や自治会等    ５．個人一人ひとり 

２．学校の PTA 組織等 ６．その他（        ） 

３．ボランティア組織等   ７．わからない 

４．企業等の自主組織   

１．町内会や自治会等    ５． その他 

２．学校の PTA 組織等 ６． 入っている組織はない  

３．ボランティア組織等 ７． わからない 

４．企業等の自主組織 
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（自助・共助の促進のために国、県、市に期待すること） 
 

問１９ 今後、防災に関して「自助」、「共助」が促進されるために、国、県、市に期待すること

は何ですか。あなたの率直なご意見をご記入ください。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 
誠に恐縮ですが、●月●（●）までに返信用封筒に入れて 

返信くださるようお願いいたします。 
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